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令和 4 年 12 月定例会終わる

市議会だより
みよし



市民と議会のつどい「議会報告・懇談会」を開催しました。
　

令
和
２
年
度
と
３
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、

住
民
自
治
組
織
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
今
年
度

は
11
月
１
日
か
ら
29
日
ま
で
、
市
内
19
会
場
で
今
回
３

年
ぶ
り
に
開
催
で
き
ま
し
た
。

　

議
会
報
告
・
懇
談
会
は
２
部
構
成
で
、
第
１
部
は
「
議

会
報
告
」
と
し
て
「
議
員
定
数
等
調
査
特
別
委
員
会
」

こ
ん
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た

　

今
年
度
の
議
会
報
告
・
懇
談
会
に
は
、

延
べ
３
１
５
名
の
参
加
が
あ
り
、
多
く
の

意
見
提
言
や
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
記
入
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

●
芸
備
線
の
今
後
の
運
用
に
つ
い
て
は
、

鉄
道
と
バ
ス
の
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト

を
考
え
、
地
域
交
通
の
あ
り
方
を
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

●
12
の
自
治
連
が
集
落
支
援
制
度
を
導
入

し
活
動
し
て
い
る
。
集
落
支
援
制
度
を

も
っ
と
広
め
て
、
活
躍
の
場
を
設
け
て

ほ
し
い
。

●
自
治
連
合
会
運
営
は
行
動
力
豊
か
な
若

い
人
に
担
っ
て
い
た
だ
き
、
発
想
を
豊

か
に
し
な
い
と
地
域
は
発
展
し
な
い
。

●
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
に
若
い
世
代
が
参
加

し
て
も
ら
え
な
い
。

●
小
学
校
の
統
廃
合
、
今
後
の
学
校
を
考

河内会場

作木会場

の
協
議
経
過
と
結
果
を
報
告
し
、
第
２
部
は
「
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
」
に
よ
る
意
見
交
換
を
行
い
、
議
会
運

営
や
議
員
活
動
、
市
政
全
般
に
対
す
る
多
く
の
ご
意
見

や
ご
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
育
て
世
代
に
も
安
心
し
て
参
加
い
た
だ
け
る

よ
う
託
児
室
を
設
け
、
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

八次会場

え
る
の
に
、
複
式
学
級
が
始
ま
っ
て
か

ら
で
は
遅
い
と
思
う
。

●
自
然
と
農
地
を
守
る
た
め
に
、
耕
作
放
棄

地
の
対
策
と
鳥
獣
害
対
策
を
行
っ
て
ほ

し
い
。

●
自
転
車
通
学
し
て
い
る
が
、
道
路
側
溝

に
草
が
繁
茂
し
て
通
行
が
難
し
く
、
安

心
・
安
全
に
通
え
る
通
学
路
で
は
な
い
。

通
学
路
に
目
を
向
け
た
対
策
を
望
む
。

●
農
業
の
新
規
就
農
者
に
は
助
成
制
度
が

あ
る
が
、
既
存
の
農
業
者
に
は
助
成
制

度
が
少
な
い
。
同
じ
よ
う
に
助
成
制
度

を
設
け
な
い
と
農
業
は
衰
退
す
る
。

●
高
谷
山
の
ト
イ
レ
と
駐
車
場
整
備
が
必

要
●
議
会
に
対
し
て
意
見
（
議
会
活
動
・
議

員
活
動
・
政
務
活
動
費
等
）
を
言
う
と

こ
ろ
を
は
っ
き
り
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
議
会
だ
よ
り
の
字
が
小
さ
い
。

●
議
員
の
皆
さ
ん
に
、
若
い
人
の
声
を
聞

い
て
も
ら
う
場
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。
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市民と議会のつどい「議会報告・懇談会」を開催しました。
成
果
や
課
題
、
今
後
の
改
善
な
ど

　

開
催
状
況
や
ご
意
見
・
ご
提
言
・
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
等
を
踏
ま
え
、
広
報
広
聴
常

任
委
員
会
で
今
後
の
改
善
等
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。

　
来
年
度
の
開
催
に
向
け
て
の
改
善
策
等

に
つ
い
て
、
今
後
、
協
議
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
す
。

１　

成
果
に
つ
い
て

●
市
民
の
意
見
を
広
く
聞
く
こ
と
が
で
き
、

一
般
質
問
に
取
り
入
れ
る
な
ど
議
員
活

動
に
活
用
で
き
て
い
る
。

●
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
「
引
き
続
き
開
催
し

て
ほ
し
い
」
と
の
意
見
が
多
い
こ
と
も

励
み
に
な
る
。

●
議
会
で
の
取
組
を
報
告
・
共
有
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
、
貴
重
な

時
間
だ
っ
た
。

●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
活
発
な
意
見

が
出
さ
れ
た
。

２　

運
営
上
の
課
題
に
つ
い
て

●
参
加
者
は
前
回
よ
り
増
え
た
が
、
年
代
や

男
女
な
ど
の
参
加
層
を
広
げ
る
必
要
が

あ
る
。

●
「
議
会
報
告
・
懇
談
会
」
と
い
う
ネ
ー

ミ
ン
グ
が
堅
苦
し
い
。

●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
テ
ー
マ
が
参
加
者

に
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
。

●
発
言
を
強
制
し
て
は
い
け
な
い
が
、
発

言
の
機
会
は
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

●
議
員
自
身
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
つ

い
て
学
ぶ
べ
き
だ
と
感
じ
た
。

●
わ
が
町
の
地
域
資
源
を
ど
う
生
か
す
か

と
い
う
統
一
テ
ー
マ
が
、
全
て
の
地
域

に
あ
て
は
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。
統
一

テ
ー
マ
を
設
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
事

前
に
住
民
自
治
組
織
に
説
明
し
、
理
解

し
て
お
い
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

三良坂会場

三和会場

※
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
…
会
議
や
議
論
の
際
に
、
グ

ル
ー
プ
が
よ
り
協
力
し
、
共
通
の
目
的
を
理
解
し
、

目
的
達
成
の
た
め
の
計
画
立
案
を
支
援
す
る
人
の

こ
と
。

◆ 出張型意見交換会 随時受け付け中 ◆
　地域サロン、趣味のサークル、女性会や老人
クラブ、また子育てサークルなど、各団体のご
希望に沿った方法で、感染対策を講じながら、
個別に対応させていただきます。
　希望される団体は議会事務局までお問い合わ
せください。

開催日 会　　場　　名 参加者数

11月  1日 川地コミュニティセンター 17
11月  2日 八次コミュニティセンター 15

11月  7日
酒屋コミュニティセンター 7
川西コミュニティセンター 10

11月  8日
粟屋コミュニティセンター 8
十日市コミュニティセンター 9
和田コミュニティセンター 14

11月  9日 文化センターさくぎ 19

11月11日
君田生涯学習センター 11
三良坂コミュニティセンター 27

11月14日 甲奴健康づくりセンターゆげんき 26

11月15日
河内コミュニティセンター 21
三次ふれあい会館 18
青河コミュニティセンター 13

11月16日 みわ文化センター 27

11月24日
布野生涯学習センター 22
よっしゃ吉舎 11

11月28日 田幸コミュニティセンター 15
11月29日 神杉コミュニティセンター 25

合　　　　　計 315

議会事務局　TEL 0824-62-6179　FAX 0824-62-6110
E メールアドレス
gikaijimu@city.miyoshi.hiroshima.jp
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　昨年度に引き続き、11月に高校生との意見交換会を実施
しました。新型コロナウイルス感染症の影響もある中、先生
方、生徒のみなさんには快く対応いただきました。ありがと
うございました。
　高校生との意見交換では新しい発見が多く、非常に参考に
なります。生徒のみなさんには、引き続いて議会や政治に関
心を持っていただき、我々は高校生から出た意見を参考にし、
少しでも実現できるよう今後の議員活動に活かしていきたい
と思います。

日彰館高等学校日彰館高等学校

三次高等学校三次高等学校

11
10木

11
28月

　３年生のみなさんと意見交換を行いました。少人数のグループにわ
かれ政治から卒業後の進路まで幅広いテーマで、ざっくばらんに話が
でき、とても有意義な時間でした。

●多文化共生の取組、観光振興について意見交
換を行った。三次市においてその考えを生かし
てほしい。
●少人数グループでの意見交換は良かった。学
生の積極的な意見に大変嬉しく感じた。

　２年生のみなさんが現在作成されている「芸備線・福塩線利用促進
プラン」について報告してもらい、それを基に広報広聴常任委員会の
委員と意見交換を行いました。

　　議員の話はどうでしたか
生徒：「こうしたい」と思っても簡単にできるこ

とではないし、その後のことも考えないといけな
いということがわかりました。

　　これから議会や議員に期待することはありますか
生徒：女性議員の方が増え、女性の目線での子育て支援

や労働環境の改善などについて取り組んでいただ
きたいです。

　　全体の感想を教えてください
生徒：議員さんは少し堅いイメー

ジでしたが、今日でそのイ
メージはなくなり、楽しく
意見交換することができて
良かったです。

●芸備線・福塩線を利用されている生徒、利用
されていない生徒、それぞれの目線でのプラン
が良かった。
●作成されている動画やパンフレットの出来が
素晴らしく、生徒の考えがよく伝わってきた。

　　議員の話はどうでしたか
生徒：自分たちの拙い提案にも親身に耳を傾け

てくださり、今の自分たちにできそうな活動をア
ドバイスしてもらえました。

　　これから議会や議員に期待することはありますか
生徒：私たち高校生の考えを少しでも市の活動に取り

入れてほしいです。また、機会があればもう一度
話し合いをしたいです。

　　全体の感想を教えてください
生徒：自分では気付かなかった問

題点が話し合いをするうち
に浮かび上がってきたので、
とても参考になりました。

議員の感想を聞きました

議員の感想を聞きました

生徒の
感 想

生徒の
感 想
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委
員
長
報
告
の
全
文
は
こ
ち
ら

か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

令和４年 第３回臨時会 第３回臨時会を１０月２７日（木）に開催し、
次のことが決まりました。

406億3,564万7千円

3億7,825万6千円追加

令和4年度　一般会計予算の補正（第7号）

補正額

総額
■使い道　　　　　　　　　

◆住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付事業
◆新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業
 ・住民税均等割のみ課税世帯等臨時特別給付事業
 ・保育施設等原油価格高騰対策補助事業

　3 億 3,154 万 6 千円
　　     4,671 万円
　　    　　　
　　         

（◆は新型コロナウイルス感染症対応分）

補正予算の概要は
こちら →
10 月 補 正 予 算
をご覧ください。

議案の内容は
こちら →

報  告　専決処分の報告について（損害賠償の額を定めることについて）

こんなことが決 まりました

令和４年12月定例会 １２月定例会を１２月２日（金）から１２月１６日（金）まで開催し、議案
１７件及び意見書２件を原案のとおり可決し、陳情１件を採択しました。

可
決
さ
れ
た
条
例

■
三
次
市
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条

例
■
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
等
の
施
行
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

賛
成
多
数

■
三
次
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

■
三
次
市
行
政
組
織
条
例
及
び
三
次
市
下
水
道
事
業

の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

■
三
次
市
自
転
車
の
安
全
利
用
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

■
三
次
市
の
公
園
・
公
共
広
場
設
置
及
び
管
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
三
次
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
設
置
及
び
管
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

■
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
損
害
賠
償
の
額
を

定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
）

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

■
財
産
の
処
分
に
つ
い
て

■
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

そ
の
他
の
議
案
・
報
告

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

陳　

情

■
新
三
次
中
央
病
院
へ
の
「
脳
神
経
内
科
新
設
」
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

全
員
一
致
で
採
択

意
見
書

■
国
の
責
任
に
よ
る
物
価
高
騰
に
対
す
る
支
援
を
求

め
る
意
見
書

■
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
を
守
る
た
め
に
鉄
道
事
業
法
の

改
正
を
求
め
る
意
見
書

賛
成
多
数
で
可
決

賛
成
多
数
で
可
決

●
三
次
市
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律

施
行
条
例

　　
　

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の

改
正
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
別
々
に
運
用
さ

れ
て
き
た
個
人
情
報
の
取
扱
い
が
、
同
一

の
法
の
規
律
に
よ
っ
て
取
り
扱
わ
れ
る

よ
う
に
な
る
た
め
、
こ
の
法
律
の
施
行
に

必
要
と
す
る
手
数
料
や
審
査
会
の
設
置

等
に
つ
い
て
規
定
す
る
も
の
。

議案の内容は
こちら

意見書等は
こちら

広
島
県
水
道
広
域
連
合
企
業
団
議
会
議
員

　
弓
　
掛
　
　
元
　

水
道
事
業
を
共
同
で
経
営
す
る
こ
と
を
目
的
に
設

立
し
た
企
業
団
の
議
会
議
員
を
選
挙
し
ま
し
た

当　

選
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■ 12 月定例会　審議結果（全員一致以外のもの）　　　 ○…賛成　×…反対

会

派
ともえ 清友会 明日への風 真正会 会派 未来 公明党

日
本
共
産
党

区　　分
結

果
小
田
新
家
弓
掛
藤
井
月
橋
宍
戸
保
実
山
村
重
信
山
田
掛
田
藤
岡
徳
岡
増
田
杉
原
齊
木
鈴
木
横
光
竹
原
大
森
新
田
黒
木
中
原
伊
藤

議案第 99 号
三次市個人情報の保護に関する法
律施行条例（案）

（
賛
成
多
数
）

可　

決
○○○○○○○

議　

長
○○○○○○○○○○○○×○○×

議案第 102 号
三次市行政組織条例及び三次市下水道事業の設
置等に関する条例の一部を改正する条例（案）

（
賛
成
多
数
）

可　

決
○○○○○○○

議　

長
○○○○○○○○○○××○○○×

発議第８号
国の責任による物価高騰に対する
支援を求める意見書（案）

（
賛
成
多
数
）

採　

択
○○○○○○○

議　

長
○○××××○○○○○○○××○

発議第９号
地方ローカル線を守るために鉄道
事業法の改正を求める意見書（案）

（
賛
成
多
数
）

採　

択
○○○○○○○

議　

長
○○××××○○○○○○○○×○

議
案
第
99
号「
三
次
市
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
」（
案
）

　
　
　
　

 　

伊
藤
議
員

　
今
回
の
条
例（
案
）は
、
市
民
の
個
人
情

報
を
本
当
に
保
護
で
き
る
の
か
ど
う
か
問

わ
れ
る
大
問
題
で
あ
り
、
個
人
情
報
保
護

審
議
会
な
ど
で
検
討
す
る
と
と
も
に
、
広

く
市
民
の
意
見
を
求
め
る
な
ど
、
慎
重
な

取
組
が
必
要
で
あ
る
。
個
人
情
報
を
外
部

に
流
出
さ
せ
、
目
的
外
利
用
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
条
例（
案
）に
賛
成

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

         　

 　
横
光
議
員

　
本
条
例（
案
）は
、
令
和
５
年
４
月
１
日

か
ら
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
も
個
人
情

報
保
護
に
関
す
る
法
律
が
適
用
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
三
次
市
個
人
情
報
保
護
条
例

の
廃
止
と
、
旧
条
例
の
廃
止
に
伴
う
経
過

措
置
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
本
条
例

（
案
）を
認
め
な
い
と
、
市
が
所
有
す
る
個

人
情
報
を
保
護
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
る

と
共
に
、
本
市
に
求
め
ら
れ
た
開
示
請
求

に
対
し
、
市
と
し
て
の
業
務
に
支
障
を
き

た
す
と
考
え
る
。

議
案
第
１
０
２
号
「
三
次
市
行
政
組

織
条
例
及
び
三
次
市
下
水
道
事
業
の

設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」（
案
）

　
　
　
　 

　
竹
原
議
員

　
水
道
事
業
法
で
は
、
水
を
供
給
す
る
事

業
は
市
町
村
が
経
営
す
る
こ
と
が
原
則
で

あ
る
。

　
そ
れ
を
放
棄
し
、
一
つ
の
企
業
団
に
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
地
方
公
共
団
体
が
市

民
の
福
祉
、
幸
福
を
追
求
す
る
こ
と
を
放

棄
す
る
こ
と
に
な
り
、
非
常
に
禍
根
を
残

す
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
。
広
域
化
を

し
て
も
、
安
心
安
全
な
水
が
提
供
で
き
る

と
は
思
っ
て
い
な
い
。

　

そ
れ
ら
も
含
め
て
、
今
の
状
況
で
は
、

組
織
替
え
と
い
う
こ
と
は
、
大
き
な
問

題
が
あ
る
。

         

　   

　
藤
井
議
員

　
三
次
市
議
会
は
、
本
年
９
月
定
例
会
に

お
い
て
「
議
案
第
92
号
広
島
県
水
道
広
域

連
合
企
業
団
の
設
立
に
つ
い
て
」
が
提
出

さ
れ
、
９
月
28
日
に
議
決
し
て
い
る
。
そ

れ
に
伴
う
本
市
の
組
織
機
構
の
変
更
は
必

然
的
な
も
の
で
あ
る
。

発
議
第
８
号
「
国
の
責
任
に
よ
る
物

価
高
騰
に
対
す
る
支
援
を
求
め
る
意

見
書
」（
案
）

　
　
　
　
　 

黒
木
議
員

　
物
価
高
騰
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も

医
療
機
関
等
に
つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体

の
判
断
に
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
た
取
組
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

食
事
療
養
費
の
財
源
は
診
療
報
酬
か
ら
き

て
お
り
、
食
材
費
の
高
騰
に
対
し
て
も
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
長
期
化

の
影
響
及
び
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
物
価
高
騰

に
よ
る
も
の
で
、
食
事
療
養
費
と
は
別
に

し
て
考
え
る
べ
き
だ
。

発
議
第
９
号
「
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
を

守
る
た
め
に
鉄
道
事
業
法
の
改
正
を

求
め
る
意
見
書
」（
案
）

　
　
　
　 

　
増
田
議
員

　
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
に
お
い
て
は
、
人
口

減
や
車
社
会
の
進
展
に
よ
り
、
極
端
に
利

用
が
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
た
だ
単
に
鉄

道
事
業
者
に
運
行
を
任
せ
て
い
る
だ
け
で

は
、
路
線
の
維
持
は
で
き
な
い
状
況
に
追

い
込
ま
れ
て
い
る
。
路
線
廃
止
を
「
許
可

制
」
に
戻
す
こ
と
を
国
に
求
め
る
だ
け
で

は
、
問
題
の
先
送
り
で
し
か
な
い
。
地
域

公
共
交
通
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し
て
い

く
か
。
新
た
な
支
援
制
度
や
枠
組
み
の

整
備
、
協
力
体
制
の
構
築
、
必
要
な
予

算
の
確
保
が
、
よ
り
三
次
市
の
公
益
に

繋
が
っ
て
い
く
と
考
え
る
。

         

　   

　
新
田
議
員

　
私
た
ち
は
先
に
、
芸
備
線
沿
線
議
員
連

絡
協
議
会
を
立
ち
上
げ
た
。
こ
の
協
議

会
の
目
的
は
Ｊ
Ｒ
芸
備
線
全
線
の
存
続

で
あ
る
。
多
く
の
皆
さ
ん
が
こ
の
問
題
に

関
わ
り
な
が
ら
、
地
方
公
共
交
通
の
あ
り

方
も
含
め
、
芸
備
線
の
存
続
を
望
ん
で
お

ら
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
市
を
挙
げ

て
、
こ
の
市
民
の
声
に
応
え
て
い
く
な
ら

ば
、
こ
の
「
許
可
制
」
だ
け
が
唯
一
の
方

法
だ
と
は
思
わ
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
手
段
、

考
え
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
。

反

　対
賛

　成

反

　対

賛

　成

反

　対

反

　対
賛

　成

　

討　
　

論
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定
例
会
で
、各
常
任
委
員
会
に
審
査
付
託

と
な
っ
た
議
案
等
に
つ
い
て
、12 
月
９
日
～

13
日
に
各
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

【
付
託
議
案
】 

　

議
案
第
１
１
３
号
「
財
産
の
処
分
に
つ
い

て
」ほ
か
１
議
案

【
審
査
結
果
】

　
い
ず
れ
も
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と

お
り
可
決

【
所
管
事
務
調
査
】

 ･

三
次
市
空
き
家
等
対
策
計
画
に
つ
い
て

 ･

（
仮
称
）み
よ
し
ア
グ
リ
パ
ー
ク
整
備
基
本

構
想
に
つ
い
て

【
議
案
に
対
す
る
意
見
】

　
議
案
第
１
１
３
号
は
、新
た
な
企
業
立
地
に

伴
い
、交
通
量
の
増
加
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、

安
全
面
へ
の
十
分
な
対
策
を
望
む
。

　
議
案
第
１
１
４
号
「
損
害
賠
償
の
額
を
定

め
る
こ
と
に
つ
い
て
」は
、今
一
度
、全
庁
的
に

事
故
再
発
防
止
に
向
け
た
、積
極
的
な
取
組
を

実
施
さ
れ
た
い
。

【
付
託
議
案
等
】

　

議
案
第
99
号　
「
三
次
市
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
施
行
条
例（
案
）」ほ
か
５
議
案

【
審
査
結
果
】

　
議
案
第
１
０
２
号　
「
三
次
市
行
政
組
織
条

例
及
び
三
次
市
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
案
）」

賛
成
多
数
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

　
議
案
第
１
０
２
号
以
外　
い
ず
れ
も
全
員

一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

【
議
案
に
対
す
る
意
見
】

　
議
案
第
99
号
は
、個
人
情
報
保
護
に
万
全
を

期
す
た
め
、個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律

の
目
的
に
沿
っ
た
職
員
研
修
の
充
実
や
、個
人

情
報
の
安
全
管
理
の
た
め
の
積
極
的
な
措
置

を
講
じ
る
こ
と
。

　
議
案
第
１
０
６
号
「
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
」は
、外
部
委
託
し
て
い
る
設
計

の
成
果
物
に
お
い
て
も
、市
が
積
極
的
に
関
わ

り
を
持
つ
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。

委
員
会
審
査

各
常
任
委
員
長
報
告

産
業
建
設
常
任
委
員
会 

12 
月
13 
日
開
催

教
育
民
生
常
任
委
員
会  

12 
月
12 
日
開
催  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
務
常
任
委
員
会 　
12 
月
９
日
開
催

各
委
員
長
報
告
の

全
文
は
こ
ち
ら

予
算
審
議

【
付
託
議
案
】

　

議
案
第
１
０
７
号「
令
和
４
年
度
三
次
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
案
）」ほ
か
６
議
案

【
審
査
結
果
】

　

い
ず
れ
も
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
認
定

　
定
例
会
で
、予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
審
査
付
託
と
な
り
ま
し
た
議
案
７
件
に

つ
い
て
、12
月
16
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

【
付
託
議
案
等
】

　

議
案
第
１
０
４
号　
「
三
次
市
の
公
園
・
公

共
広
場
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
（
案
）」ほ
か
１
議
案

　
陳
情
第
４
号　
「
新
三
次
中
央
病
院
へ
の「
脳

神
経
内
科
新
設
」を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」

【
審
査
結
果
】

　
議
案　
い
ず
れ
も
全
員
一
致
を
も
っ
て
原

案
の
と
お
り
可
決

　
陳
情　
全
員
一
致
を
も
っ
て
採
択

【
所
管
事
務
調
査
】

 ･

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
よ
し
」及
び

「
三
次
市
社
会
福
祉
協
議
会
」
の
体
制
整
備
に

つ
い
て

【
陳
情
に
対
す
る
意
見
】

　
陳
情
第
４
号
は
、市
立
三
次
中
央
病
院
の
建

替
え
に
当
た
り
、脳
神
経
内
科
の
開
設
は
、患

者
の
負
担
軽
減
、病
気
の
早
期
発
見
、早
期
治

療
の
た
め
に
重
要
な
取
組
の
一
つ
で
あ
り
、医

師
確
保
の
取
組
が
進
展
す
る
こ
と
を
期
待
す

る
と
と
も
に
、市
立
三
次
中
央
病
院
の
県
北
に

お
け
る
中
核
病
院
と
し
て
の
更
な
る
機
能
向

上
を
望
む
。

416億5,806万1千円10億2,241万4千円追加
令和4年度　一般会計予算の補正（第8号）

補正額 総額
■主な使い道　　　　　　　　　

・学校給食調理場整備事業
・県営事業負担金
・小規模農業基盤整備事業
・道路橋梁維持事業
・障害者自立支援給付事業
・指定管理施設電気料金負担軽減補助金

・保育所運営事業
・担い手育成・強化事業補助金
・生活保護扶助経費
・福祉保健センター駐車場整備事業
・職員人件費（特別職・一般職）

　1 億 8,092 万 7 千円
　1 億 2,048 万 2 千円
　1 億円
　　     9,300 万円
　　     8,005 万 3 千円

　　     8,000 万円
　　     2,681 万 6 千円
　　     1,828 万 2 千円
　　     1,613 万 1 千円
　　         810 万 1 千円
　　▲ 3,000 万 4 千円
　　　　　　 　　ほか

【国民健康保険特別会計】
【診療所特別会計】

【水道事業会計】
収益的収入
収益的支出

　　     1,101 万 8 千円
　　     67 万 3 千円

　　     1,059 万 4 千円
　　     4,756 万 4 千円

（▲印は減額）

《継 続 費》
変更　１件　学校給食調理場整備事業

《繰 越 明 許 費》
追加  19件　公共施設改修・解体事業ほか
変更　１件　市道新設改良事業

《債務負担行為》
追加　１件　三次小学校整備事業
変更　３件　一般廃棄物家庭ごみ収集運
　　　　　　搬委託業務ほか

《地 方 債》
変更  15 件　公共施設等整備事業ほか

【下水道事業会計】
業務の予定量
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

　           132 万 2 千円
　　     2,560 万 2 千円
　　     2,560 万 2 千円
　       　　　　　  0 円　　　
　　         132 万 2 千円

補正予算の概要はこちら
１２月補正予算をご覧く
ださい

令和4年度　一般会計予算の補正（第9号）

◆新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業
・電気料金高騰対策事業者支援事業補助金　
・プレミアム付商品券（三次藩札）発行事業補助金

《繰越明許費》　追加　１件　　プレミアム付商品券（三次藩札）発行事業補助金

　1 億 7,892 万 8 千円
　
　　    

418億3,698万9千円1億7,892万8千円追加補正額 総額

（◆は新型コロナウイルス感染症対応分）

追加議案はこちら

みよし市議会だより　第76号7



　

災
害
訓
練
は
11
月
７
日
と
11
月
12
日
に
行

わ
れ
た
が
、な
ぜ
市
民
へ
の
情
報
提
供
は
な

か
っ
た
の
か
。市
民
の
安
心
に
は
な
ら
な
い
の

で
は
。ま
た
受
入
れ
体
制
が
職
員
９
名
だ
け
で

は
充
分
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。雲
南
市
加

茂
地
区
の
５
，７
０
８
人
の
避
難
先
の
確
保

等
、市
民
へ
の
協
力
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
ど

う
か
。

　

公
共
工
事
成
績
評
定
の
点
数
結
果
公
開
を

し
て
い
な
い
が
、な
ぜ
か
（
２
０
０
５
年
に
は

適
正
化
法
が
制
定
さ
れ
て
い
る
）。平
均
点
数

は
ど
う
か
。重
点
を
施
工
体
制
・
状
況
・
出
来

形
・
出
来
映
え
等
で
な
く
、社
会
性
・
地
域
貢

献
・
地
域
住
民
の
説
明
・
法
令
遵
守
等
を
重
点

化
し
、点
検
を
日
常
的
に
行
う
べ
き
で
は
な

い
か
。

　

今
回
の
訓
練
は
、島
根
県
が
主
催
で
計
画

を
作
成
し
実
行
さ
れ
た
。実
際
に
受
入
れ
を

　

公
共
工
事
の
評
価
に
つ
い
て
は
、事
業
者

の
格
付
に
用
い
る
主
観
数
値
に
反
映
し
て

お
り
、主
観
数
値
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
て
い
る
。１
０
０
０
万
円
以
上
の
工
事
の

平
均
点
は
、令
和
３
年
度
で
、７
８
・
２
点
で

あ
る
。

　

工
事
成
績
の
ほ
か
、地
域
貢
献
や
安
全
対

策
も
数
値
化
し
、建
設
事
業
者
の
格
付
を

行
っ
て
、入
札
に
参
加
で
き
る
範
囲
が
決
ま

る
仕
組
み
と
し
て
い
る
。

島
根
原
子
力
発
電
所
の
避
難
訓
練
の
成
果

と
課
題
は

公
共
工
事
成
績
評
価
点
数
の
公
開
は

必
要
に
応
じ
て
情
報
発
信
を
行
っ
て

い
く

工
事
成
績
の
扱
い
は
、
他
市
の
実
例
も

踏
ま
え
、
今
後
検
討
し
て
い
く

山
田
危
機
管
理
監

細
美
総
務
部
長

令和４年12月定例会　一般質問

　12 月定例会では、14 人が市政をただしました。質問と答弁の一部を紹介します。
　また、ホームページでは一般質問の日程や質問内容の一覧も公開しています。
　議会終了後には会議録や本会議の録画映像もご覧いただけます。

一般質問一覧

詳細はこちらにアクセス
三次市議会

酒屋体育館に待機中の訓練バス

※二次元コードから各議員の一般質問の録画映像を見ることができます。

質問1答弁1

質問2答弁2

１　竹原　孝剛（会派　未来）
２　山田真一郎（清友会）
３　重信　好範（清友会）
４　保実　　治（清友会）
５　黒木　靖治（公明党）
６　伊藤　芳則（日本共産党）
７　藤井憲一郎（ともえ）
８　小田　伸次（ともえ）
９　増田　誠宏（明日への風）
10　藤岡　一弘（明日への風）
11　鈴木深由希（真正会）
12　横光　春市（真正会）
13　齊木　　亨（真正会）
14　杉原　利明（真正会）

竹
たけ

原
はら

孝
たか

剛
よし

会 派  未 来

動 画

行
う
場
合
に
は
、必
要
に
応
じ
て
情
報
発
信

を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

受
入
れ
に
必
要
な
避
難
所
は
確
保
し
て
い

る
。避
難
が
長
期
化
す
る
場
合
は
、広
島
県
・

島
根
県
職
員
、雲
南
市
職
員
、電
力
事
業
者
の

応
援
を
得
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

2023（令和5）年2月10日発行 8



　

国
土
交
通
省
三
次
河
川
国
道
事
務
所
と
協

議
を
行
っ
た
が
、檻
や
柵
等
を
設
置
す
る
こ

と
や
、河
川
敷
の
草
や
木
を
伐
採
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
と
い
っ
た
見
解
を
示
さ
れ
て

お
り
、抜
本
的
な
対
策
の
見
通
し
は
立
っ
て

い
な
い
。引
き
続
き
有
効
な
対
策
を
調
査
・
検

討
す
る
と
と
も
に
、利
用
者
へ
の
支
障
が
最

小
限
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

三
次
市
十
日
市
親
水
公
園
は
、
国
交
省
よ
り

三
次
市
が
管
理
を
受
託
さ
れ
て
、
業
者
へ
業
務

を
委
託
さ
れ
て
い
る
。

　

管
理
の
責
任
者
と
し
て
三
次
市
は
ど
う
対
応

す
る
の
か
。

　

河
川
の
近
く
で
窮
屈
な
現
在
位
置
よ
り
も
、

保
護
者
が
利
用
し
や
す
い
、も
っ
と
総
合
的
に

広
く
安
全
な
場
所
が
他
に
も
あ
る
と
考
え
る
。

　

ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
て
、今
の
場
所
で

の
建
設
を
進
め
て
い
る
の
か
。

　

現
在
地
で
の
建
て
替
え
を
基
本
と
し
た
の

は
、送
迎
を
行
う
保
護
者
へ
の
影
響
、ま
た
公

立
19
保
育
所
の
う
ち
、14
の
保
育
所
が
洪
水

浸
水
想
定
区
域
ま
た
は
土
砂
災
害
警
戒
区
域

に
位
置
し
て
お
り
、全
て
の
施
設
に
つ
い
て

代
替
地
を
求
め
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と

や
、施
設
整
備
に
要
す
る
事
業
費
か
ら
総
合

的
に
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。

三
次
市
十
日
市
親
水
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場
の
獣
害
被
害
へ
の
対
応
は

三
次
市
東
光
保
育
所
の
建
て
替
え

は
、
現
在
位
置
以
外
と
の
比
較
検
討

は
し
た
の
か

引
き
続
き
有
効
な
対
策
を
調
査
・
検
討

す
る

総
合
的
に
判
断
し
た
も
の
で
あ
る

中
原
地
域
振
興
部
長

松
長
子
育
て
支
援
部
長

山
やま

田
だ

真
しん

一
いち

郎
ろう

清 友 会

動 画

　

総
務
省
は
全
国
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取

得
率
が
、
昨
年
10
月
18
日
時
点
で
５
０
・
１
％

と
発
表
し
た
。

　

し
か
し
、
市
民
か
ら
カ
ー
ド
取
得
の
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
等
が
不
明
と
の
声
を
聞
く
。

今
一
度
工
夫
し
た
市
民
へ
の
周
知
徹
底
に
つ
い

て
伺
う
。

　

昨
年
に
引
き
続
い
て
、本
年
11
月
に
第
８
回

女
子
硬
式
野
球
西
日
本
大
会
を
、き
ん
さ
い
ス

タ
ジ
ア
ム
を
メ
イ
ン
会
場
に
市
内
４
球
場
他
で

開
催
し
、県
内
外
か
ら
多
く
の
選
手
や
関
係
者

が
訪
れ
、大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
。

今
大
会
の
成
果
と
課
題
を
伺
う
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
の
強
制
は
で

き
な
い
が
、社
会
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推

進
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
に
不
安
を
お
持
ち
の
方
へ
の
説
明
や

利
用
用
途
の
拡
充
、各
種
団
体
単
位
で
の
説

明
会
の
開
催
な
ど
、安
全
性
や
利
便
性
の
向

上
に
努
め
な
が
ら
、市
民
の
皆
様
に
丁
寧
に

説
明
し
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促

進
に
努
め
て
い
く
。

　

西
日
本
各
地
か
ら
29
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ

り
、ス
タ
ッ
フ
の
対
応
や
運
営
、マ
ル
シ
ェ
の

開
催
や
市
民
有
志
に
よ
る
出
店
な
ど
高
評
価

を
い
た
だ
い
た
。ま
た
、有
資
格
審
判
員
を
配

置
す
る
な
ど
し
、大
会
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

来
年
に
は
新
し
い
ホ
テ
ル
が
オ
ー
プ
ン
す

る
と
聞
い
て
お
り
、宿
泊
の
課
題
も
あ
る
程

度
改
善
す
る
も
の
と
考
え
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
率
向
上
に

向
け
て
の
周
知
は

第
８
回
女
子
硬
式
野
球
西
日
本
大
会
の

成
果
と
課
題
は

市
民
の
皆
様
に
丁
寧
に
説
明
し
、普
及

促
進
に
努
め
て
い
く

こ
れ
ま
で
以
上
に
女
子
野
球
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
む

上
谷
情
報
政
策
監

中
原
地
域
振
興
部
長

※
上
下
分
離
方
式
…
線
路
や
駅
な
ど
を
管
理
す
る
会
社
と
、

列
車
を
運
行
す
る
会
社
に
分
け
る
こ
と
。

親水公園の被害状況

質問1

答弁1質問2答弁2

質問1答弁1

質問2答弁2

重
しげ

信
のぶ

好
よし

範
のり

清 友 会

動 画

女子硬式野球西日本大会の様子
（三和総合運動公園野球場）

みよし市議会だより　第76号9



　

合
併
ま
で
は
、
旧
布
野
村
が
プ
ー
ル
の
管
理

や
周
辺
の
除
草
作
業
な
ど
維
持
管
理
さ
れ
て
い

た
が
、
合
併
後
、
駐
車
場
以
外
は
除
草
を
さ
れ

ず
、
布
野
川
か
ら
の
イ
ノ
シ
シ
の
侵
入
や
セ
イ

タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
な
ど
の
外
来
雑
草
が
茂

り
、
プ
ー
ル
周
辺
の
環
境
が
悪
化
し
て
い
る
。

対
応
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

　

全
国
的
に
老
朽
化
や
災
害
に
よ
る
補
修
や
点

検
さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
橋
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
。本
市
が
管
理
す
る
河
川
の「
管

理
者
不
明
橋
」に
つ
い
て
の
調
査
は
実
施
し
て

い
る
の
か
。橋
を
架
け
る
場
合
、自
治
体
の
許
可

が
必
要
で
、維
持
管
理
は
設
置
者
に
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
が
本
市
の
現
状
は
。

　

こ
れ
か
ら
も
プ
ー
ル
の
利
用
期
間
中
は
、

駐
車
場
の
利
用
に
支
障
が
な
い
よ
う
、年
２

回
の
除
草
を
行
っ
て
い
き
た
い
。イ
ノ
シ
シ

の
侵
入
に
つ
い
て
は
、他
の
地
域
で
も
被
害

の
届
け
や
侵
入
事
例
を
伺
っ
て
い
る
。鳥
獣

対
策
は
、布
野
水
泳
プ
ー
ル
周
辺
に
限
ら
ず
、

布
野
町
全
体
の
課
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

ま
ず
は
支
所
へ
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
。

　

本
市
で
も
調
査
を
実
施
す
る
必
要
が
生
じ

た
場
合
は
、県
や
他
市
町
の
調
査
実
施
状
況

を
参
考
に
し
、本
市
に
合
っ
た
調
査
手
法
等

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。老
朽

化
な
ど
、危
険
な
橋
が
判
明
し
た
場
合
に
は
、

個
別
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

布
野
水
泳
プ
ー
ル
の
周
辺
整
備
を

 

「
管
理
者
不
明
橋
」
の
対
応
は

利
用
に
支
障
が
な
い
よ
う
対
応
し
て

い
る

県
や
他
市
町
を
参
考
に
し
、
検
討
す
べ
き

と
考
え
る

才
田
布
野
支
所
長

秋
山
建
設
部
長

　

令
和
３
年
12
月
議
会
で
質
問
を
し
た
際
に
、

市
長
は
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
研
究
を
進

め
て
い
き
た
い
と
答
え
ら
れ
て
い
る
。　
　
　

　

そ
の
後
一
年
が
経
過
し
、
ど
の
よ
う
な
取
組

を
さ
れ
て
い
る
の
か
、
現
状
と
今
後
の
取
組
を

伺
う
。

　

こ
の
事
業
は
、令
和
５
年
度
か
ら
７
年
度
の

３
カ
年
計
画
で
予
算
は
毎
年
３
０
０
万
円
の
事

業
で
あ
る
。事
業
内
容
に
つ
い
て
、市
民
の
皆
さ

ん
に
ど
の
よ
う
に
し
て
周
知
さ
れ
る
の
か
。　

　

ま
た
、事
業
内
容
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め

の
研
修
会
や
勉
強
会
を
考
え
る
の
か
伺
う
。

　

担
い
手
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま

え
、短
期
雇
用
に
対
す
る
ア
プ
リ
の
活
用
等

に
つ
い
て
、Ｊ
Ａ
・
県
・
市
で
組
織
す
る
担

い
手
支
援
推
進
チ
ー
ム
に
お
い
て
協
議
・
検

討
を
行
い
、今
年
10
月
に
ア
プ
リ
開
発
業
者

に
よ
る
説
明
を
受
け
た
。１
月
頃
に
は
担
い

手
に
対
し
、ア
プ
リ
に
係
る
説
明
会
を
行
う

よ
う
予
定
し
て
い
る
。

　

本
事
業
の
周
知
に
つ
い
て
は
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、広
報
紙
等
で
行
っ
て
い

き
た
い
。現
在
の
と
こ
ろ
、研
修
会
の
開
催
に

つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
が
、要
望
が
あ
っ

た
場
合
は
、個
別
に
丁
寧
に
対
応
し
た
い
。

ま
た
、協
同
労
働
な
ど
新
た
な
仕
組
み
づ
く

り
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
地
域
や
団
体

が
あ
れ
ば
、直
接
出
向
い
て
説
明
し
た
い
と

考
え
る
。

農
家
と
働
き
手
を
つ
な
ぐ
ア
プ
リ
の

取
組
は

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
」
の
取

組
内
容
は

計
画
的
に
進
め
て
い
る

い
か
に
持
続
可
能
な
取
組
に
し
て
い
く

か
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る

中
廣
産
業
振
興
部
長

中
原
地
域
振
興
部
長

黒
くろ

木
ぎ

靖
せい

治
じ

公 明 党

動 画

質問1

答弁1質問2答弁2

質問1答弁1

質問2答弁2

※二次元コードから各議員の一般質問の録画映像を見ることができます。

保
やす

実
ざね

　 治
おさむ

清 友 会

動 画

布野水泳プール周辺の状況

 地域での協働（除草作業）
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販売会場となった旧三良坂小学校体育館

　

憲
法
26
条
は
、「
義
務
教
育
は
、
こ
れ
を
無

償
に
す
る
」
と
し
て
い
る
。
学
校
給
食
は
食

育
の
一
環
と
し
て
、
多
く
の
自
治
体
で
給
食

費
無
償
化
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
今
こ
そ
無

償
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
時
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
給
食
費
を
無
償
化
に
す
る

考
え
は
な
い
か
。

　

認
知
機
能
の
低
下
を
予
防
す
る
た
め
に
、補

聴
器
が
う
つ
病
や
認
知
障
害
を
抑
制
さ
れ
る
と

し
て
い
る
。高
齢
者
支
援
の
一
つ
と
し
て
認
知

症
予
防
の
た
め
に
も
、難
聴
者
の
調
査
を
行
い
、

補
聴
器
購
入
へ
の
助
成
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

学
校
給
食
法
で
は
、学
校
給
食
の
実
施

に
必
要
な
施
設
整
備
費
や
修
繕
費
、学
校

給
食
に
従
事
す
る
職
員
の
人
件
費
な
ど
の

　

聴
力
の
低
下
に
よ
り
、人
や
社
会
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
支
障
を
き
た
し
、孤

立
感
を
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
課
題
が
あ
る

こ
と
は
認
識
を
し
て
い
る
。聞
こ
え
が
難
し

い
方
に
つ
い
て
は
、そ
の
要
因
が
加
齢
に
よ

る
も
の
や
疾
病
に
よ
る
も
の
な
ど
様
々
で
あ

り
、症
状
や
聞
こ
え
の
程
度
が
異
な
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。現
在
の
と
こ
ろ
、状
況
調
査

や
、補
聴
器
購
入
費
の
補
助
制
度
の
創
設
に

つ
い
て
は
予
定
し
て
い
な
い
。

学
校
給
食
費
無
償
化
に
取
り
組
む

べ
き
で
は
な
い
か

補
聴
器
購
入
へ
の
助
成
が
必
要
で
は

な
い
か

引
き
続
き
保
護
者
の
皆
様
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い

補
助
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
は
予
定

し
て
い
な
い

甲
斐
教
育
次
長

立
花
福
祉
保
健
部
長

　

旧
三
良
坂
小
学
校
体
育
館
で
不
用
物
品
販
売

会
が
行
わ
れ
た
。
市
民
へ
の
周
知
も
充
分
で
は

な
い
中
で
も
一
定
数
の
来
場
者
が
あ
っ
た
。
普

段
か
ら
各
施
設
に
あ
る
不
用
物
品
を
運
び
込

み
、
継
続
的
、
定
期
的
に
販
売
会
を
開
催
す
る

こ
と
に
よ
り
「
聖
地
（
拠
点
）」
と
位
置
づ
け

ら
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
社
会
福
祉
協

議
会
に
統
合
さ
せ
る
意
図
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
伺
う
。

　

今
回
は
、も
と
も
と
不
用
物
品
を
保
管
し

て
い
た
旧
三
良
坂
小
学
校
を
会
場
と
し
た

が
、販
売
会
専
用
会
場
と
し
て
継
続
的
に
利

用
す
る
に
は
維
持
管
理
な
ど
の
課
題
も
あ

り
、今
後
、解
体
方
針
と
し
て
い
る
こ
の
施
設

よ
り
も
、他
の
施
設
の
利
活
用
で
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。

　

今
後
は
地
域
福
祉
活
動
、地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
、地
域
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
組
が
よ
り
一
層
重
要
と
な
っ
て

く
る
。地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
取
り
組

む
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
と
、社

会
福
祉
協
議
会
が
め
ざ
し
て
い
る
地
域
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
て
、重
複
す
る
業
務
を

解
消
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
す
こ
と

に
よ
り
、地
域
福
祉
の
推
進
を
充
実
し
て
い

け
る
も
の
と
考
え
る
。ま
た
、相
談
窓
口
の
一

本
化
や
情
報
の
一
元
化
を
実
施
す
る
こ
と

で
、市
民
の
利
便
性
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が

図
ら
れ
る
と
考
え
る
。

旧
三
良
坂
小
学
校
の
有
効
活
用
を

社
会
福
祉
協
議
会
の
体
制
整
備
の

ね
ら
い
は

維
持
管
理
上
の
課
題
が
あ
る

市
民
の
利
便
性
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が

図
ら
れ
る
と
考
え
る

細
美
総
務
部
長

立
花
福
祉
保
健
部
長

質問1答弁1

質問2答弁2

質問1

答弁1質問2答弁2

伊
い

藤
とう

芳
よし

則
のり

日本共産党

動 画

藤
ふじ

井
い

憲
けん

一
いち

郎
ろう

動 画

と も え

※
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
…
組
織
や
会
社
、
個
人
や
グ
ル
ー
プ

な
ど
で
構
成
す
る
「
共
同
事
業
体
」
の
こ
と

運
営
に
関
す
る
経
費
は
、学
校
の
設
置
者

で
あ
る
市
が
負
担
す
る
も
の
と
し
、そ
れ

以
外
の
経
費
に
つ
い
て
は
保
護
者
の
負
担

と
さ
れ
て
い
る
。支
援
が
必
要
な
世
帯
へ

は
給
食
費
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
将
来
に
わ
た
っ
て
子
ど
も
た
ち

に
安
全
・
安
心
な
学
校
給
食
を
提
供
で
き

る
よ
う
、設
備
整
備
や
管
理
運
営
を
行
い
、

学
校
給
食
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。

学校給食
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マ
ド
ン
ナ
ジ
ャ
パ
ン
合
宿
・
西
日
本
大
会

と
女
子
野
球
タ
ウ
ン
と
し
て
着
実
に
全
国
的

に
は
認
知
度
を
上
げ
て
き
て
い
る
と
は
思
う

が
、
市
内
は
盛
り
上
が
り
に
欠
け
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。
情
報
発
信
の
仕
方
や
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
編
成
に
向
け
た
積
極
的
な
動
き
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　

持
続
化
給
付
金
等
の
支
援
策
も
無
く
な
り
、

円
安
、
燃
料
費
・
仕
入
原
価
の
高
騰
等
に
よ
り

コ
ロ
ナ
禍
前
の
状
況
に
戻
る
事
な
く
年
末
、年

度
末
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。商
工
会
議
所
・

商
工
会
と
協
議
し
て
、地
元
業
者
の
事
業
継
続

に
独
自
の
支
援
策
の
考
え
は
あ
る
の
か
伺
う
。

　

チ
ー
ム
の
発
足
に
つ
い
て
は
、他
の
自
治

体
に
拠
点
を
持
つ
チ
ー
ム
の
設
立
の
取
組
な

ど
を
参
考
に
、研
究
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

今
年
度
は
年
間
を
通
し
て
、ル
ビ
ー
・
リ
ー

グ
や
侍
ジ
ャ
パ
ン
女
子
代
表
候
補
強
化
合
宿
、

西
日
本
大
会
開
催
と
、市
民
の
皆
様
に
見
る
機

会
、触
れ
合
う
機
会
を
つ
く
っ
て
き
た
。

　

現
在
も
市
独
自
の
予
算
で
み
よ
し
産
業
応

援
事
業
な
ど
、各
種
支
援
事
業
を
展
開
し
て

い
る
が
、コ
ロ
ナ
の
影
響
で
事
業
縮
小
を
し

て
き
た
中
で
、事
業
の
継
続
、第
三
者
も
含
め

た
後
継
者
へ
の
継
承
な
ど
、今
後
の
政
策
、市

の
事
業
を
考
え
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
る
。

女
子
野
球
タ
ウ
ン
の
盛
り
上
が
り
を

ど
う
捉
え
て
い
る
の
か

コ
ロ
ナ
禍
で
弱
体
化
し
た
市
内
業
者

へ
の
支
援
策
は

市
民
の
皆
様
に
見
る
機
会
や
触
れ
合
う

機
会
を
つ
く
っ
て
き
た

今
後
の
政
策
、
市
の
事
業
を
考
え
て
い
か

な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る

中
原
地
域
振
興
部
長

中
廣
産
業
振
興
部
長

　

十
日
市
町
の
広
島
県
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
三

次
高
平
施
設
に
移
転
す
る
と
説
明
が
あ
っ
た
。

高
平
施
設
を
適
地
と
し
た
理
由
は
何
か
。
候
補

地
は
「
到
着
時
間
が
遅
く
な
る
リ
ス
ク
」「
浸

水
な
ど
災
害

に
よ
る
機
能

停
止
の
リ
ス

ク
」
双
方
を

勘
案
す
る
必

要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、

ど
の
よ
う
に

評
価
検
証
し

て
い
る
の
か
。

　

市
・
消
防
本
部
で
は
、災
害
時
に
消
防
機

能
を
喪
失
さ
せ
な
い
こ
と
を
前
提
に
移
転
計

画
を
進
め
て
い
る
。そ
の
中
で
必
要
な
対
策

を
検
討
し
、到
着
時
間
へ
の
影
響
を
最
小
限

に
と
ど
め
た
い
と
考
え
る
。

消
防
本
部
・
三
次
消
防
署
庁
舎
の
移
転

建
設
に
関
す
る
本
市
の
考
え
は

災
害
時
に
消
防
機
能
を
喪
失
さ
せ
な
い

こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る山

田
危
機
管
理
監 清 友 会

侍ジャパン（マドンナ）代表合宿　

質問1

答弁1質問2答弁2

質問1答弁1

※二次元コードから各議員の一般質問の録画映像を見ることができます。

小
お

田
だ

伸
しん

次
じ

と も え

増
ます

田
だ

誠
とも

宏
ひろ

明日への風

動 画

　

本
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
利
用
し
て
い
る
「
ス

マ
ホ
市
役
所
」に
学
校
や
保
育
所
な
ど
子
育
て

世
代
が
使
う
手
続
き
を
機
能
追
加
す
る
こ
と
で

登
録
者
数
も
増
え
る
と
考
え
る
。Ｄ
Ｘ
を
推
進

し
て
い
る
本
市
と
し
て
は
、積
極
的
に
各
部
署

で
の
手
続
き
に
導
入
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で

は
な
い
か
。

　

日
常
的
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
さ
れ
て
い
る

世
代
に
向
け
、公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
す
る
こ
と
は
有
効
と
考
え

る
。本
市
が
取
り
組
む
Ｄ
Ｘ
の
目
的
は
、市
民

の
皆
様
の
暮
ら
し
が
便
利
で
豊
か
に
な
る
こ

と
で
あ
る
。市
民
メ
リ
ッ
ト
と
運
用
に
お
け

る
コ
ス
ト
や
課
題
な
ど
を
踏
ま
え
、各
部
署

と
も
協
力
し
て
、今
後
も
様
々
な
分
野
で
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
を
推
進
し
て
い
く
。

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
双
方
向
機
能
を
活

用
し
た
取
組
の
拡
充
を

様
々
な
分
野
で
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

を
推
進
し
て
い
く

上
谷
情
報
政
策
監

質問2答弁2
　

三
次
市
が
適
地
と
す
る
高
平
施
設
に
つ
い

て
は
、災
害
指
定
区
域
外
の
安
全
な
土
地
で

あ
り
、消
防
機
能
を
受
け
入
れ
る
に
十
分
な

広
さ
を
有
し
て
い
る
。ま
た
、現
在
地
か
ら
最

も
近
隣
の
土
地
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、こ

の
土
地
が
移
転
先
と
し
て
適
地
で
あ
る
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
う
。

福
岡
市
長

動 画

老朽化が進む消防本部・三次消防署庁舎　
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市
が
管
理
す
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
う
ち
24
時
間
使
用

可
能
な
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
２
台
で
あ
る
。
市
民
の
緊
急

時
の
命
を
守
る
た
め
、
24
時
間
使
用
可
能
な
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
増
加
さ
せ
る
取
組
を
推
進
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

　

農
業
生
産
者
の
生
産
意
欲
を
維
持
す
る
こ
と

を
目
的
に
、コ
ロ
ナ
禍
や
農
業
資
材
高
騰
を
背

景
と
し
た
厳
し
い
農
産
物
生
産
の
状
況
に
対
し

て
、水
田
生
産
継
続
支
援
事
業
の
継
続
な
ど
、支

援
や
農
業
振
興
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か

問
う
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
生
命
に
関
わ
る
機
器
で
あ
る
こ
と

か
ら
、適
切
に
設
置
及
び
管
理
を
す
る
必
要
が
あ

る
。特
に
屋
外
に
設
置
す
る
場
合
は
、温
度
や
湿

度
な
ど
、適
切
な
環
境
で
設
置
す
る
必
要
が
あ
る

ほ
か
、盗
難
や
い
た
ず
ら
防
止
の
対
応
も
必
要
と

な
っ
て
く
る
。他
の
自
治
体
の
取
組
状
況
な
ど
も

　

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、需
要
に
応
じ
た
主

食
用
水
稲
の
生
産
、ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
や
ブ
ド
ウ

等
の
振
興
作
物
の
生
産
拡
大
、担
い
手
の
育
成
・

確
保
な
ど
、農
業
振
興
プ
ラ
ン
を
基
本
に
関
係

機
関
と
連
携
し
、取
組
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、各
事
業
の
推
進
に
対
す
る
市
独
自
の

支
援
事
業
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　

現
在
の
社
会
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
た
次
期
作

の
生
産
に
向
け
た
支
援
策
に
つ
い
て
は
、国
・

県
の
肥
料
や
資
材
費
へ
の
支
援
策
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
、検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

24
時
間
使
用
可
能
な
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
増
や
す

べ
き
で
は
な
い
か

次
期
の
農
業
生
産
支
援
や
農
業
振
興
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

適
切
な
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
及
び
管
理
等
も
踏

ま
え
て
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る

国
・
県
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る

立
花
福
祉
保
健
部
長

中
廣
産
業
振
興
部
長

　
「
三
次
市
ま
ち
・
ゆ
め
基
本
条
例
」
は
最
高

規
範
で
、
市
と
議
会
と
市
民
の
３
者
が
ま
ち
づ

く
り
の
主
体
で
あ
る
。
条
例
が
市
民
に
浸
透
し

て
い
な
い
、
３
者
が
共
通
認
識
を
持
っ
て
い
な

い
こ
と
は
問
題
で
、
住
民
自
治
組
織
と
行
政
の

意
識
に
か
い
離
が
あ
る
要
因
で
も
あ
る
。　
　

　

制
定
か
ら
16
年
、
社
会
情
勢
を
照
ら
し
て
基

本
条
例
の
抜
本
的
な
改
正
の
考
え
は
あ
る
か
。

　

障
害
者
に
関
わ
る
法
律
が
次
々
改
正
さ
れ
、

障
害
者
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
施
策
推
進
法
が
施
行
さ
れ
た
。障

害
が
あ
っ
て
も
健
常
者
と
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で

正
確
な
情
報
を
得
ら
れ
る
た
め
の
具
体
策
の
検

討
と
条
例
制
定
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

　

三
次
市
ま
ち
・
ゆ
め
基
本
条
例
は
、４
年

を
超
え
な
い
期
間
ご
と
に
検
討
及
び
見
直
し

を
行
う
た
め
、直
近
で
は
令
和
３
年
度
に
委

員
会
を
設
置
し
、検
証
を
行
っ
た
。そ
の
中

で
、現
時
点
で
の
見
直
し
は
必
要
な
い
と
の

結
論
を
得
て
お
り
、市
と
し
て
は
改
正
の
必

要
は
な
い
と
考
え
る
。引
き
続
き
検
証
を
踏

ま
え
て
、市
民
に
分
か
り
や
す
い
普
及
・
啓

発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
。

　

障
害
の
あ
る
方
、障
害
の
な
い
方
の
両
方

に
資
す
る
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
て
施
策
を

行
う
こ
と
や
、市
が
発
信
す
る
情
報
や
障
害

者
支
援
協
議
会
へ
参
画
す
る
団
体
、事
業
者

が
相
互
に
連
携
し
て
い
く
体
制
整
備
も
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。条
例
の
制
定
に

関
わ
ら
ず
、必
要
な
事
業
等
を
適
切
に
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

ま
ち
づ
く
り
の
未
来
に
希
望
が
も
て
る

の
か

社
会
全
体
、み
ん
な
の
た
め
の
「
福
祉
」

の
具
体
策
は

引
き
続
き
検
証
を
踏
ま
え
て
対
応
し
て

い
く

必
要
な
事
業
等
を
適
切
に
進
め
て
い

き
た
い

中
原
地
域
振
興
部
長

立
花
福
祉
保
健
部
長

質問1答弁1

質問2答弁2

答弁1

質問2答弁2

質問1

藤
ふじ

岡
おか

一
かず

弘
ひろ

明日への風

動 画

鈴
すず

木
き

深
み

由
ゆ

希
き

真 正 会

動 画

市役所に設置されている
AED（自動体外式除細動器）

※
障
害
者
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
策
推
進
法
…
全
て
の
障
害
者

が
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
参
加
す
る
た
め

に
は
、
情
報
の
十
分
な
取
得
利
用
・
円
滑
な
意

思
疎
通
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
障

害
者
に
よ
る
情
報
の
取
得
利
用
・
意
思
疎
通
に

係
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
、
共
生
社
会
の

実
現
に
資
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
も
の
。

参
考
に
し
、適
切
な
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
及
び
管
理
等

も
踏
ま
え
て
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
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11
月
に
令
和
５
年
か
ら
７
年
度
ま
で
の
財
政

計
画
が
示
さ
れ
た
が
、
各
年
度
に
お
い
て
も
基

金
繰
入
に
よ
る
苦
し
い
財
政
運
営
で
あ
る
。
新

た
な
財
源
と
し
て
「
宿
泊
税
」
の
導
入
と「
ふ

る
さ
と
納
税
が
で
き
る
自
動
販
売
機
」の
設
置

を
提
言
す
る
。所
見
を
伺
う
。

　

市
の
良
い
政
策
も
ア
ピ
ー
ル
が
足
り
な
い

し
、
他
の
自
治
体
に
先
ん
じ
た
政
策
を
実
現
し

よ
う
に
も
、
世
の
中
の
動
き
が
早
く
、
行
政
職

員
に
考
え
さ
せ
る
に
も
限
界
が
あ
る
と
考
え

る
。
専
門
家
を
週
２
日
雇
用
す
る
副
業
人
材
を

登
用
し
て
、
生
き
残
り
を
か
け
た
政
策
実
現
を

図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
所
見
を
伺
う
。

　

本
市
の
観
光
客
の
動
向
と
し
て
は
、９
割

以
上
が
日
帰
り
観
光
客
で
あ
る
た
め
、宿
泊

税
導
入
は
難
し
い
と
考
え
る
。宿
泊
者
数
の

増
加
に
つ
な
が
る
よ
う
宿
泊
プ
ラ
ン
の
企
画

等
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、観

光
事
業
者
の
売
り
上
げ
増
、地
域
経
済
の
活

　

重
点
施
策
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
強
力
に
推

進
し
て
い
く
た
め
に
は
、民
間
企
業
在
籍
の

人
材
を
副
業
人
材
と
し
て
採
用
し
、そ
の
人

が
有
す
る
知
見
、人
脈
を
活
用
す
る
こ
と
は

本
市
と
し
て
も
有
効
な
手
段
の
一
つ
と
し
て

認
識
し
て
い
る
。そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
目
的
に

合
わ
せ
て
、よ
り
効
果
的
な
方
法
で
専
門
的

な
知
見
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
に
努
め
て

い
き
た
い
。

新
た
な
財
源
を
求
め
る
方
策
は

副
業
人
材
を
登
用
し
て
新
た
な
政
策
実

現
を

税
収
の
増
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

有
効
な
手
段
の
一
つ
と
し
て
認
識
し
て

い
る

中
廣
産
業
振
興
部
長

細
美
総
務
部
長

　

こ
の
10
月
か
ら
選
定
療
養
費
の
定
額
負
担

が
初
診
５
，５
０
０
円
か
ら
７
，７
０
０
円
に

改
定
さ
れ
た
。そ
の
際
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
疑
い
の
あ
る
人
の
療
養
費
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
、か
か
り
つ
け
医
の
紹
介

状
が
あ
る
人
の
取
り

扱
い
は
ど
う
な
る
の

か
。ま
た
、コ
ロ
ナ
感

染
が
疑
わ
れ
る
患
者

が
自
身
の
判
断
で
市

立
三
次
中
央
病
院
を

受
診
さ
れ
た
時
の
選

定
療
養
費
は
請
求
さ

れ
る
の
か
伺
う
。

　

空
き
家
登
録
に
二
の
足
を
踏
ま
れ
る
要
因
は

何
か
。ま
た
、購
入
希
望
者
が
懸
念
さ
れ
る
理
由

は
何
か
伺
う
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
な
い
課
題
で
、

空
き
家
バ
ン
ク
の
家
財
等
処
分
費
用
補
助
金
の

制
度
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
も
一
因
が
あ
る
と
考

え
る
。こ
の
制
度
の
復
活
を
さ
れ
な
い
か
伺
う
。

　

陽
性
の
判
定
を
受
け
て
、保
健
所
ま
た
は
、

か
か
り
つ
け
医
か
ら
市
立
三
次
中
央
病
院
を

受
診
す
る
よ
う
連
絡
を
受
け
た
患
者
に
つ
い

て
は
、国
の
通
知
に
基
づ
き
、選
定
療
養
費
の

対
象
に
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。発
熱

症
状
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
受
診
さ
れ
る
場

　

空
き
家
所
有
者
実
態
調
査
に
よ
る
と
、物

置
と
し
て
必
要
、他
人
に
貸
す
こ
と
に
不
安

が
あ
る
な
ど
の
回
答
が
見
ら
れ
た
。ま
た
、購

入
に
つ
い
て
は
、リ
フ
ォ
ー
ム
代
が
か
か
り

そ
う
だ
と
い
う
経
済
的
な
面
や
、災
害
面
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
方
も
い
る
。

　

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
登
録
の
推
進
を
図
る

た
め
、補
助
金
を
交
付
し
て
い
た
が
、登
録
に

つ
な
が
っ
た
実
績
が
少
な
く
、効
果
が
低
い

と
判
断
し
終
了
し
た
。現
在
、空
き
家
の
利
用

相
談
が
増
え
て
い
る
た
め
、登
録
の
後
押
し

と
な
る
制
度
設
計
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

選
定
療
養
費
の
改
定
は

空
き
家
バ
ン
ク
の
現
状
は

国
の
通
知
に
基
づ
い
て
い
る

登
録
の
後
押
し
と
な
る
制
度
設
計
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い

片
岡
市
民
病
院
部
事
務
部
長

中
原
地
域
振
興
部
長

質問1答弁1

質問2答弁2

答弁1

質問2答弁2

※二次元コードから各議員の一般質問の録画映像を見ることができます。

齊
さい

木
き

　 亨
とおる

真 正 会

動 画

質問1

　

自
動
販
売
機
の
導
入
に
つ
い
て
は
、他
市

町
の
動
向
を
注
視
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、設
置
場
所
の
選
定
、返
礼
品
の
内
容
な
ど

検
討
が
必
要
で
あ
り
、事
務
作
業
等
が
煩
雑

に
な
る
こ
と
も
懸
念
し
て
い
る
。ま
た
、初
期

投
資
や
維
持
費
、運
用
経
費
な
ど
の
費
用
の

寄
付
額
に
占
め
る
割
合
が
総
務
省
の
基
準
に

収
ま
る
の
か
、慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

中
原
地
域
振
興
部
長

合
は
、通
常
の
受
診
と
な
り
、選
定
療
養
費
の

対
象
と
な
る
が
、救
急
患
者
や
公
費
医
療
負

担
制
度
の
受
給
対
象
者
な
ど
、選
定
療
養
費

の
対
象
外
と
な
る
方
に
つ
い
て
は
、徴
収
し

な
い
。

　

ま
た
、検
査
の
結
果
コ
ロ
ナ
陽
性
で
あ
っ

た
場
合
は
徴
収
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。

市立三次中央病院

性
化
に
よ
る
税
収
の
増
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

新たな財源を求める方策（案） 横
よこ

光
みつ

春
はる

市
いち

真 正 会

動 画
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２
０
２
２（
令
和
４
）年

５
月
１
日
～
７
月
31
日

　

現
在
、
市
内
の
中
学
生
は
、
暮
ら
す
地
域
に

よ
っ
て
ク
ラ
ス
編
成
や
部
活
動
な
ど
に
お
い
て

享
受
す
る
教
育
環
境
に
大
き
な
差
が
あ
る
。

　

子
供
達
が
等
し
く
三
次
市
が
与
え
ら
れ
る
最

高
の
教
育
環
境
を
享
受
で
き
る
の
は
、
中
学
１

校
制
だ
。
ど
う
し
て
も
少
人
数
に
し
か
対
応
で

き
な
い
生
徒
が
通
う
小
規
模
校
を
存
続
さ
せ
る

と
し
て
も
２
校
制
だ
。

　

広
島
県
と
協
議
し
、
最
高
レ
ベ
ル
に
指
導
力

の
あ
る
先
生
を
配
置
し
、
三
次
市
が
誇
る
最
高

の
地
域
人
材
に
も
ご
協
力
い
た
だ
い
て
、
総
合

的
学
習
、
ク
ラ
ブ
活
動
等
も
圧
倒
的
に
充
実
し

た
も
の
を
等
し
く
提
供
で
き
る
体
制
整
備
を
目

指
し
て
は
ど
う
か
。

　
「
三
次
市
立
小
・
中
学
校
の
規
模
及
び
配

置
の
適
正
化
に
つ
い
て
」の
基
本
方
針
に

沿
っ
て
、こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
小
中

一
貫
教
育
を
一
層
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
前
提

に
、各
学
校
区
の
状
況
に
合
わ
せ
て
取
組
を

進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。ま
ず
は
、こ
の
基

本
方
針
や
第
２
次
三
次
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に

基
づ
い
て
取
り
組
む
。ま
た
、市
内
全
域
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
導
入
す
る
こ
と
と

し
、保
護
者
や
地
域
、産
業
界
、ま
た
学
識
経

験
者
等
と
協
働
し
な
が
ら
、地
域
を
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
た
豊
か
な
学
び
を
社
会
総
が
か
り

で
の
ひ
と
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

市
立
中
学
校
を
１
校
な
い
し
２
校
に

統
合
し
て
は

各
学
校
区
の
状
況
に
合
わ
せ
て
取
組
を

進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る

迫
田
教
育
長

答弁1

質問1

1月

12月

議会運営委員会
教育民生常任委員会
日彰館高校意見交換会
議会運営委員会、
教育民生常任委員会
議会運営委員会、
全員協議会
総務常任委員会
三次高校意見交換会
市議会トピックス出演

（総務常任委員会）

議会運営協議会
議会運営委員会、
12 月定例会本会議、
広報広聴常任委員会
　 　12 月定例会本会議

（一般質問等）
議会運営委員会
常任委員会
総務常任委員会
教育民生常任委員会、
広報広聴常任委員会
産業建設常任委員会
予算決算常任委員会、
会派代表者会議
議会運営委員会、
12 月定例会本会議、
全員協議会、
議会運営委員会
議会運営委員会
市議会トピックス出演

（広報広聴常任委員会）

広報広聴常任委員会
全員協議会、会派代表者会議
議会運営委員会、
広報広聴常任委員会
         広報広聴常任委員会行政視察
令和５年第１回臨時会、
議会運営委員会、
広報広聴常任委員会
総務常任委員会、
市議会トピックス（正副議長）

4日
7日

10日
11日

21日

25日
28日
30日

1日
2日

6日
8日
9日

12日

13日
14日

16日

22日
27日

10日
13日
17日

23日

31日

議会のうごき
11月

2022（令和4）年11月1日～2023（令和5）年1月31日 　

定
例
会
で
の
審
議
等
の
総
括
、
議
会
活
動
等
を
広
く
市
民
の
皆
様

に
お
伝
え
す
る
た
め
、
定
例
会
最
終
日
に
議
長
の
定
例
記
者
会
見
を

実
施
し
ま
し
た
。

１　

議
会
報
告
・
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

２　

議
案
の
調
査
研
究
に
つ
い
て

議
長
の
定
例
会
見
を
実
施
し
ま
し
た

議
長
の
定
例
会
見
を
実
施
し
ま
し
た

杉
すぎ

原
はら

利
とし

明
あき

真 正 会

動 画

令和 3 年度 中学校生徒数及び学級数

行政視察受入状況

11月１日　千葉県流山市議会 （内水対策事業に
ついて）

　　 ２日　愛知県江南市議会（個別避難計画に
おける三次市の取組について）

　　 17日　佐賀県唐津市議会（議会改革の取組
について・タブレット端末の導入
について）

１月27日　兵庫県丹波篠山市議会（議会改革・
高校生との意見交換会について）

　　 30日　愛媛県八幡浜市議会（高校生との意
見交換会について）

　　 31日　岡山県赤磐市議会（小中一貫教育に
ついて）

5日～7日

18日～19日

（令和 3 年 5 月 1 日）
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12月定例会を傍聴に来られた方にインタビューしました。
なぜ傍聴したの？どうだった？？これを参考にみなさんも
議会を傍聴してみませんか？

傍聴者に聞いた！傍聴者に聞いた！
第10回

「傍聴ってこうだったのか !!」「傍聴ってこうだったのか !!」「傍聴ってこうだったのか !!」

傍聴のきっかけは
何ですか？

応援している議員さんを見に
来ました。

議場内の雰囲気に緊張しま
した。

ありがとうございました。
また傍聴に来てください。

傍聴の感想を教えて
ください！

傍聴のきっかけは
何ですか？

知り合いに誘われたので、傍聴
に来ました。

初めての傍聴でした。
また機会があれば来たいです。

貴重なご意見ありがとうございます。
また傍聴に来てください。

傍聴の感想を教えて
ください！

中原委員

中原委員

中原委員

Ｈさん

Ｈさん

Ｔさん

Ｔさん

藤井委員

藤井委員

藤井委員

　岩屋寺の聖域に
入る門で、足

あし

利
かが

尊
たか

氏
うじ

によって建立さ
れたが、戦火に焼
かれたため、1539
年（天

てん

文
ぶん

８年）、三
み

吉
よし

致
むね

高
たか

・隆
たか

亮
すけ

によって再建された。阿
あぎょう

形・吽
うんぎょう

形の二体
の仁王像は、1684 年（天

てん

和
な

４年）、三次藩３代藩主
浅
あさ

野
の

長
なが

照
てる

が寄進したもの。
　〈「わがまちやつぎ歴史探訪」より抜粋〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　（山田真一郎）

76

２
０
２
３（
令
和
５
）年
２
月
10
日
発
行

2月 24日（金）に開会する予定です。次回の定例会は

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、２
年
間
開
催
で
き
な
い
で
い
た
議
会
報
告
・
懇
談

会
を
自
治
組
織
の
皆
様
の
協
力
を
得
て
、昨
年
11
月
に
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

　
わ
た
し
た
ち
は
、議
会
基
本
条
例
に
議
会
の
基
本
理
念
、議
員
の
責
務
及

び
活
動
を
定
め
て
い
ま
す
。議
会
報
告
・
懇
談
会
は
そ
の
中
で
も
重
要
な

議
会
活
動
の
一
つ
で
す
。「
議
会
だ
よ
り
」「
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
」「
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」等
で
情
報
の
公
開
に
努
め
議
会
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
は
い
ま
す
が
、や
は
り
対
面
で
直
接
意
見
交
換
で

き
る
場
が
市
民
の
皆
さ
ん
の
思
い
や
熱
が
伝
わ
り
ま
す
。大
切
に
し
た
い

取
組
で
す
。

　
懇
談
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、議
会
活
動
に
つ
い
て
の
厳
し
い
意
見

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、「
議
員
の
み
な
さ
ん
に
親
近
感
を
持
て
た
」

「
議
会
や
市
政
へ
の
イ
メ
ー
ジ
も
変
わ
る
」と
の
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
が
よ
り
市
民
の
み
な
さ
ん
に
「
近
い
存
在
」と
な
り
、そ
の
声

を
市
政
へ
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
と
、み
な
さ
ん
か
ら
励
ま
し

を
い
た
だ
い
た
も
の
と
捉
え
、今
後
の
議
会
活
動
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
田
真
一
）

あ
と
が
き

TEL 0824-62-6179　FAX 0824-62-6110
E メールアドレス

gikaijimu@city.miyoshi.hiroshima.jp

ご意見やお問い合わせは　議会事務局へ
　インタビューと議会だよりへの掲載を快諾していただいたみなさま、ありがとう
ございました。
　三次市議会では、傍聴者の間隔を空けるなど、感染症対策を実施して傍聴しても
らえるようにしています。ケーブルテレビでの放送やインターネット配信も実施し
ていますので、そちらもぜひご覧ください。

「仁
に

王
おう

門
もん

」
（畠敷町）

吽形（うんぎょう）　　　阿形（あぎょう）
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